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　　　　　　　　シラヤマギクシラヤマギクシラヤマギクシラヤマギク　（　（　（　（キクキクキクキク科科科科））））　　　　　　　　タチフウロタチフウロタチフウロタチフウロ　（　（　（　（フウロソウフウロソウフウロソウフウロソウ科科科科））））

　　　　　　　　コバギボシコバギボシコバギボシコバギボシ　（　（　（　（ユリユリユリユリ科科科科）））） 　　　　　　　　キキョウキキョウキキョウキキョウ　（　（　（　（キキョウキキョウキキョウキキョウ科科科科））））

観察のポイント

「立ち」フウロとのことですが、ほっそりした
体を隣の草にそっと寄りかけているほうが
多いようです。昔は川崎でも咲いていたそう
ですが、今では見かけることがなくなった花
のひとつです。山の草原や林のまわりで見
られます。種は、はじけて遠くへ飛ぶような
しくみになっています。はじけた後の形がオ
ミコシの屋根の形ににていませんか？

観察のポイント

山の草原に一足早く、秋をつげる、少しさび
しげな花です。
ひょろりと背が高く、１～１．５メートルになり
ます。
葉の下の方につく、心臓のような形の葉が
目印です。長い柄にはヒレがあります。

　　　　　　　　オミナエシオミナエシオミナエシオミナエシ　　（　　（　　（　　（オミナエシオミナエシオミナエシオミナエシ科科科科）））） 　　　　　　　　フシグロセンノウフシグロセンノウフシグロセンノウフシグロセンノウ　（　（　（　（ナデシコナデシコナデシコナデシコ科科科科））））

　　　　　　　　ワレモコウワレモコウワレモコウワレモコウ　　（　　（　　（　　（バラバラバラバラ科科科科）））） 　　　　　　　　マツムシソウマツムシソウマツムシソウマツムシソウ　　（　　（　　（　　（マツムシソウマツムシソウマツムシソウマツムシソウ科科科科））））

観察のポイント

日本の秋を代表する花ですが、野原ではな
かなか見られなくなってしまいました。
八ヶ岳では草原が少なくなってしまい、植林
されたカラマツ林ばかりが多くなってしまっ
た結果、オミナエシやキキョウのような日当
たりの良い所に生える植物は少なくなってし
まいました。

観察のポイント

名の由来になった茎を良く見てみましょう．
節が黒ずんでいます。
暗い森の中でこの花が咲いていると、そこ
だけパッと明るくなったようなきがします。
まるで園芸植物のような華やかな色です
が、　れっきとした日本在来の植物です。

観察のポイント

つぼみの形が橋の手すりにつく「擬宝珠（ぎ
ぼし）」に似ているところから名がつきまし
た。　八ヶ岳にある、オオバギボウシとのち
がいは、花の内側に濃い紫色の脈が目立
つこと、葉の付け根がふくらまず、ヘラ形に
下のほうに流れる形になることなどです。も
ちろん花や葉の大きさもオオバギボウシよ
りも小さく花も少し遅くに咲きます。

観察のポイント

いくつかの花の中心を観察してみましょう。
花によってめしべやおしべの形が違うことに
気づきます。おしべが花粉を出す時期と、め
しべが花粉を受け取る時期をずらすことに
よって、自分の花粉で受粉しないよう工夫を
しているのです。ハナバチが花粉を運びま
す。

観察のポイント 観察のポイント

とても地味な花で花が咲いても咲いている
ようには全く見えません。
種になっても同じ色をしているので分かりに
くいです。　小さな花がびっしり集まっていま
す。一つ一つの花がどんなか見てみましょ
う。

花を何個も見てみましょう、咲きはじめから
種までさまざまな段階で、どれもおもしろい
形をしています。外側の花と、中心の花とで
は花びらの形がちがいます。
種は丸い形をしていて、巡礼の人が使う鐘
の「松虫」に形が似ているので名が付いたと
いわれています。
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シラヤマギク　（キク科） タチフウロ　（フウロソウ科）

キキョウ　（キキョウ科） コバギボシ　（ユリ科）

フシグロセンノウ　（ナデシコ科） オミナエシ　　（オミナエシ科）

マツムシソウ　　（マツムシソウ科） ワレモコウ　　（バラ科）


